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地域のニーズはどこにあるか
●高齢者実態調査から見る現状

・外出をあきらめている現状・意欲の低下はどこから来ているのか

・通院や日常の買い物だけができれば元気になれるか

●住民は何に困っているかを見極める

・住民の「要望」ではない、「困っていること」を引き出す

●行きたいところがある、行きたいところへ行ける＝セット提案ができてこそ！

（2016年 くらしの足をみんなで考えるフォーラムより）



要支援 一般５５～６４歳

特に負担に感じない

外出はおっくうで好きでない

交通不便で外出が負担に感じる

坂が多く外出が負担に感じる

体が不自由で外出しようと思わない

高齢者調査から見えること 横浜市高齢者実態調査H26

行く場所や用事もないので
外出したいと思わない

外出の楽しみがない



高齢者調査から見えること さいたま市（一般高齢者）

●外出の頻度：

週に2～3日 ３２．７％（一番多い）

週に1日あるいは1日未満 １５．１％

●外出を控えていますか

はい １６．６％ いいえ ８２．０％

（理由：病気や足腰の痛み70.6%、行きたいところなし）

●家族等の付き添いなしで公共交通で外出

出来ない、出来るがしていない １０．４％

●「外出を控えているか」と「年齢」のクロス集計

＊年齢が高くなるほど外出を控える傾向がある

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定のための
アンケート調査報告書より



高齢者調査から見えること 岐阜市高齢者実態調査H26

一般高齢者

●要支援の高齢者では

＊外出の手段は
・路線バスなど １６.８％
・人の車に乗せてもらう

５０.９％

＊外出に困っていること
・バス・電車が使いにくい

２２.８％
・介助者がいない１８.０％
・外出しないのでわからない

２７.０％

■昨年と比べて外出機会が減っているかの設問に・・・
「はい」２８．６％、「いいえ」６４．６％ 男女とも高齢になるほど外出の回数が減る傾向が見られます。



地域のニーズはどこにあるか
【被災地での事例】

傾斜地の坂の上の仮設住宅
坂の下を走る地域循環バス。降りて
からの坂が高齢者にはつらく、重いも
のは運べない状況だった

➡車のある住民にボランティア送迎を
打診したところ、ドアtoドアの送迎が始
まった。

「今日は孫が来るから、
ジュースと果物を買っ
た」という高齢者の
笑顔。

【路線バスの工夫】

ニーズに合わせた事業

不採算な路線は切りたい・・・、しかし、
山の上の住民（特に高齢者）のニーズ
に応えたい。

➡山の上の住民が乗った時だけ、回
送ルートとして、山の上の住宅地を走
る。

通常の路線ではないので、
いわば 「デマンド」！



地域のニーズはどこにあるか
【農業から引退した高齢者のために考えたこと】

農地を人に貸したり、若い人に託した高齢者が引きこもりがち。

そこで考えたのが、住宅地・まち・畑を結ぶ住民運行のワゴンバス。

畑に寄り集まって、話をする、

作物の育ち具合を見る、若者を指導する・・・。

【自治会が走らせる地域循環ワゴン車】

自治会長「交通をつくっているのではない。引きこもりの高齢者を外

に出したいんだ。」「顔が会ってコミュニケーションが生まれると、災

害時の避難にも役立つ！【面識社会の構築】が目的だ」



地域のニーズはどこにあるか

●外出をあきらめている ●行きたいところがない ●そもそも情報がない

バスはどこを走っているのか知らない、出かけても楽しむ場所がわからない

交通事業者
と協働

住民運行

住民主導で交通事業者と協働で
つくる交通

徳島市・応神ふれあいバス

川崎市・やまゆり号・・・

公共交通空白地有償運送
たすけあいの自主運行

大和市・のりあい

横浜市・菊名おでかけバス・・・

事業者では
できない場合



■地域のくらしの足を住民参加でつくる
** 県との協働事業で取り組んだ県内の事例など **



住民は地域の移動ニーズに応えて
どんなサービスをつくってきたか

■移動サービス
道路運送法79条登録
「福祉有償運送」

車を使った＜1対1＞の
送迎サービス

■ボランティア送迎
登録が不要な地域活動

自治会などの地縁組織
や地域の有志が運行

■徒歩や公共交通を使って

歩いて行ける学校等への送迎
バスや電車を使って
の送迎など

ちょっとした
ボランティア！

登録不要の地域のたすけあい活動
16
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移動サービス（福祉有償運送）とは

●「介助と運転」がひとつながりとなったサービス
必要に応じて、着替えのお手伝い・車イス介助

外出先でのトイレや食事の介助など
＊行き先に制限はありません



移動サービスの事例

高齢者 日常生活の支援(通院や買い物)

 家族に代わって通院の付き添い、医師の診断を家族に知らせる。
 美容院に行ったり、食料品を買いに行ったり、ふつうの生活をサポートする。

7
23

活動の様子



福祉有償運送の利用
対象者は

・要介護・支援認定者

・障がい手帳保持者
（身体・知的・精神）

制度の則り登録して
活動する。

移動サービスの事例

車イス対応・身体の介助

 車イスがそのまま乗れる福祉車両も普及してきました。
 介助は、見守りのレベルから、かなりの介助技術を必要とする場合もあります。
 トイレ介助、食事介助、車イスごと段差や階段の昇降をすることもあります。 25



公共交通空白地有償運送の事例 淡河町ゾーン・バス

■高齢者の足の確保ために検討を始めた
運行主体は ●NPO法人 上野丘さつき家族会
■過疎地有償運送を実施

1回200円…バスの半額程度 ＊無償運送と迷った
が・・・。
■運行 2009.3月開始
定路線 4回/1日、イベント送迎
500人/月 位が利用している
■クルマ
福祉施設のクルマや自家用車で運行
維持費の一部とガソリン代実費を負担
ただし、きれいに清掃して返す（貸し出す側にもメリッ
トを）
■経費について
運賃と地域の人のカンパ、市よりの補助金はなし

神戸市北区淡河町
神戸の街から六甲山を超えた山間地

★経費確保は難しいが、バスを走らせるこ
との「その先」にあるものを大切に考えて活
動を進める。



住民のたすけあい・無償運送

もう１つの移動困難 ～買い物難民は600万人という推計

高齢・障がいがあることでの移動制約に加え、

都市部でも交通不便地域が各地に存在する・・・

地域交通の課題は「中山間地のみの問題」ではない。

こういった課題は、今までの公共交通だけでは、解決が難しい。

■【自家用有償運送】や【地域のたすけあい】が重要なポイントとなる
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■環境的・社会的要因による制約

山・坂などの地形、住宅の郊外化、路線バス撤退による交通不便などに
より、外出が困難な状態となり、移動弱者及び買い物弱者に陥る



毎週火曜日 ６便/1日運行中 *町内会の応援を受け会員制で運行
*車両は、地域の人が提供】 *住民による運営、運行管理、運転・添乗

民生委員主催のふれあい昼食会の送迎や、さくらまつり開催時に町内会の要望
から 「お花見バス」運行。地域のお散歩企画も開催。

16

住民がつくる くらしの足 横浜市港北区

菊名おでかけバス



＊月・水・金 9：30－16：30 8便／1日

＊自治会ＯＢが地域の課題解決のために集まった。

＊クルマは市から貸与されて厚木市との協働事業としてスタートし、現在は自主事業。会員制
＊団体としての草刈などの事業剰余を運行に関する経費としている。無償運送。

＊地域の困りごとの相談 → 新たな事業として発展
（簡単な家財の修理、家の片付け、庭仕事など）

17

住民がつくる くらしの足 厚木市森の里

森の里ぐるっと



＊月‐金 １８便／１日運行中 ＊H22年４月運行開始（準備期間H20年‐22年）

＊1日10便➜現在は1日18便運行、1周約９ｋｍ ＊車両は市より貸与（保険含む）

＊住民が運行管理、運転・添乗を分担 ＊市との協働事業、登録を要さない無償運送
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住民がつくる くらしの足 大和市

地域と市との協働 のりあい



相模原市相模湖地区
住民がつくるくらしの足 相模原市

～「ついでにちょっと乗っていきなよ」サポート～

 社会福祉協議会がバックアップして地域の無償のボランティア送迎を組織化

地域の課題
・外出の不便さで特に日常の買い物が悩み
・顔見知りのご近所で自家用車を使った買い物支援は行われている

とはいえ現状は…
・個人的にお手伝いを声掛けしても遠慮されてしまう

・頼むほうもお礼とかを考えて気が重い

■豊かなたすけあいを仕組みにしよう！

■頼まれる方も〔無理〕をしないでいい仕組みが、

お互い気兼ねなく、長続きする

乗ったら印！ポイントが
たまると地域でガソリンと

交換可能になる

ポイントカ
ード（案）

 

 

 

 

 

 

 
 

 

     

ついでにちょっと 

    乗っていきなよ 

    支援サポート 

    ポイントカード 

 お名前         

さがみ湖地
区社会福祉

協議会 

     

１ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 

平成  年  月 ～  月 

引き換え □５回 □10 回 

利用者よりサ

インか押印を

いただく 

地域の課題は一様ではない、その地域の「better」を見つける
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協働でつくる住民参加型の「移動支援」

 デイ送迎空き時間の車両活用
ミニデイやサロン送迎
地域との連携・お買い物支援バス

例えば

■逗子市のある自治会では、特養の地域貢献で坂の多い地域のお買い物の一助となっている。
週2日、地域のスーパーから、ご自宅の玄関まで。 運転は特養職員、添乗は自治会。



協働でつくる住民参加型の「移動支援」

川崎市の特養では、2010年より

デイサービスの空車両の活用が
始まっている。

車両の提供と利用のコーディネー
トは特養。

運転は地域の住民ボランティアグ
ループ。

高齢者の集うミニサロンの送迎や
障がい者のサロン送迎も行って
いる。

例えば



■活動は地域の合意形成から始まった
** 大和市 地域と市との協働「のりあい」 **
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ワークショップ①

①グループごとに自分たちの地域に「本当
に役立つコミュニティ
バス」を考えながら、

ルートの提案をしました。

―感想カードから―
●こういう場を作って
もらって、バス運行の
きっかけが出来て、
先が見えてきたかなあ
と思います。



ワークショップ②

24

ルートを実際にバスで回り、
問題点を出し合いました。

―感想カードから―
○今日バスに乗って回ったことで、
個人が集まってもどうにも
ならないと思った。各自治会に
もっと応援をたのまないと。

○もっと皆さんが協力しないと、
難しいことだと思った。

○ほかの地域の事例を聞きたい！

費用対効果 採算性を考える
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ワークショップ最終回の課題は「参加を広げる」

目標は
●大勢の地域住民に参加してもらうこと

今まで参加の少なかった地域に再度声かけ
参加住民の熱意と手渡しの情報（ニュース）が
反響を呼んだ （40名を超える参加）

●自治会長の協力を得て、
もっと多くの住民に知らせること

自治会連合の会議で活動を知らせた
反対意見もあったが、賛同を得て、
自治会長らのワークショップへの
参加につながった



ワークショップ③

26

川崎市の住民運営・運行の例にならって、試算してみた。
より具体的に、自分の問題として考えてみると、議論が活発になってきた。



ワークショップの様子③

27

運行準備会を発足決定／活動経緯をまとめたニュー
スを全戸回覧し、住民アンケートを実施した／試運
行に向けての具体的な議論が始まったが・・・



準備会の組織化と住民への周知

目指したのは、参加「１００人」

各自治会で目標数を定め、人集めを推進

自治会長、準備会メンバーからも声かけが広がった

試乗した人から人への声かけ

●１３６人の参加

活動経緯・市の支援

試乗の案内・運行にかかる経費

法律的な課題。

＝おおぜいで共有することができた

28

できるはずない,から
できるかもしれない,へ



第１回試運行



試運行の様子

・５日間で３１０人が利用した。

・１５か所の乗降場所（上写真）

・準備を進める中で、準備会メンバーの協力体制が強まった。

・課題は事務局機能 ・市民主体を貫いた。→協働事業の申請へ

30

そして、2010年4月 市との協働事業としてスタート



住民主体・住民参加をつくる
■試運行に至るまでの準備・実施

3回の試運行と課題の分析

試運行の様子

■かかる費用のこと、運行のための人員・・・

具体的になればなるほど、議論は白熱する

・運行準備会（月1回＝定期）と議案調整会議

・目的、果たす役割など理念の確認は重要

・それぞれの自治会へ協力金の説明

・運転研修、運行ﾏﾆｭｱﾙ

づくり

協力の輪を地域に広げ、
運営する力を育てる

■無関心だった地域の
リーダーが「私たちの町
の・・・」 という所有感を
もって話し始めた



「のりあい」 5年間の実績

■さまざまな波及効果（まちづくり）

●いろいろと会話が出来てうれしい。一人暮ら
しだと毎日そんなに話す時がないから。

●のりあいに乗って外出できなかったら、きっ
ともう歩けなくなっていると思う。 今はお
買い物もおしゃべりもできて本当にありがたい。

●高齢の方の重たそうな荷物、同乗の方が
「持って行ってあげますよ」と家のそばまで。

●妊婦さんが乗って車内は自然と会話が始ま
る。みな祝福！世代の違う人がすぐに打ち解
けられるのも「のりあい」の特長。
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■乗者人数 H22 8,672人

H26 17,548人 2倍以上



くらしの足は「のりあい」だけでは完結しない

H23年度 11,520人（乗降者数）

■外出した人の約半数は「のりあい」以外の方法で自宅に

帰っていることがわかる。

住宅地からの

乗車 ８，０７３人
降車 ４，０３６人

駅・スーパー

コミュニティセンター・病院・
市役所

乗車 ３，３７２人
降車７，４８４人

他の交通モード（徒歩、タクシーなど）の活性化にもつながっている



■「くらしの足」から「コミュニティづくり」へ
** 横浜市 菊名おでかけバス **



組
織
図



菊名おでかけバス 運行実績
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２０１５年１月から６月の運行実績
運行日数 乗車人数 1日の乗車人数

2011年 ３９ ３８８ 8.1人

2012年 ５１ ７５２ 14.7人

2013年 ５０ ７５７ 15.14人

2014年 ４９．５ ７６１ 15.37人

1-6月 ２４．５ ３３２ 13.63人

7-12月 ２５ ４２７ 17.08人

2015年1-6月 ２６ ４２５ 15.95人

2016年に入ってから会員が増え、現在では1日30人を超える利用があ
る。



活動の様子
週1回の運行ですが地域の中では「公共」になりつつあります。



おでかけバス こんなことも① 運行に加えて

会員集会・琵琶の語りを聴く会成年後見制度の学習会



おでかけバス こんなことも ②

自治会の希望でーふれあい昼食会や敬老会の送迎



2015年初めて取り組んだ「お花見バス」

41

自治会の希望でーおまつりの企画の1つとして



地域探訪会 こんなことも③

鶴見花木園を散策
そしてランチ



地域の歴史の勉強会
おでかけバスの会員も多数参加

80代の方の「学ぶ気持ち」に感激！

地域探訪会 こんなことも③



2015年の活動

１/ ８

４/ ７

５/１７

５/２１

７/２３

９/２１

１０/１８

１０/２９

１１/１９

第８回おでかけバスの集い（錦が丘町会館）

錦が丘町会さくらまつり さくらバス運行

らくらく市 参加

ふれあい昼食会送迎（⇔大豆戸地域ケアプラザ）

第９回おでかけバスの集い（錦が丘町会館）

敬老会送迎 （錦が丘町会⇔港北公会堂）

ミニらくらく市（港北区図書館前）

ふれあい昼食会送迎（⇔大豆戸地域ケアプラザ）

第二回地域探訪会

子育てフォーラム送迎サポート（⇔港北公会堂）

地域の中での連携が広がっている。そして、化学反応を起こせるか？！



住民参加をどうつくるか
●地域発意であること

自分たちで方針を決め、計画を立ててきたことは積極的に取り組める。

誰か（特に自治体など）が決めて、お膳立てしてもらったことには不満が

生まれることも多い。

●一緒に考える姿勢

とはいえ、住民だけでは具体化することは難しい。

住民ニーズと、実現のための資源（あるときは、交通事業者、また、情報）

とをマッチングさせるための汗をかくのは誰が担うか。 【協働】



社会保障審議会介護保険部会資料 H25年

外出・社会参加は、これからの地域づくりのキーワード



ご清聴 ありがとうございました


